
次定例フォーラムでは毎回共通のテーマを設定してきた．第1回は「低出産・高齢化の衝撃と対応」，

第2回は「ライフコースを通じた社会保障・人口問題」であり，これらに続く今回は「高齢化の未来：

移民と介護労働者（ : ）」を共通のテーマとした．当日は，KIHASA

のCho所長による歓迎の挨拶に始まり，二つの個別セッションが設けられ6つの報告とそれぞれの

報告に対する討論が日本語・韓国語の同時通訳付きで行われた．報告者と題目は以下の通りである．

開会の挨拶 Heung-seekCHO（President,KIHASA）／

セッション1 外国人労働・移民

モデレーター：DaeMyungNO（SeniorResearchFellow,KIHASA）／

Sang-LimLEE（ResearchFellow,KIHASA）「韓国における移民政策の現状と挑戦：高齢化時代

のジレンマ」／

鈴木透（国立社会保障・人口問題研究所副所長）「東アジアの低出生力と外国人労働力政策」

菅桂太（国立社会保障・人口問題研究所人口構造研究部室長）「移民の高齢化―シンガポールの事

例から」

コメンテーター：Yoon-JeongSHIN（ResearchFellow,KIHASA）,ChangWonLEE（IOM

MigrationResearch&TrainingCenter）／

セッション2 介護・介護従業者

モデレーター：JungSukLEE（Director,HealthInsurancePolicyResearchInstitute,NHIS）／

JeongmiLIM（AssociateResearchFellow,KIHASA）「韓国における介護従事者の現状と課題」

／

林玲子（国立社会保障・人口問題研究所国際関係部長）「日本における介護従事者の現状と課題」

小島克久（国立社会保障・人口問題研究所情報調査分析部長）「日本の『地域包括ケアシステム』

について」

コメンテーター：EunnaKANG（ResearchFellow,KIHASA）,KyungZoonHONG（Professor,

DepartmentofSocialWelfare,SungkyunkwanUniversity）／

日本側の参加者は本研究所の職員が多いが，韓国側からは報告を行った研究者の他に韓国社会保健

研究院の研究者だけでなく，大学等研究機関のほか，マスメディアや一般からも含め40名以上の参加

があり，いずれも活発な討論が行われた． （菅 桂太 記）

日本人口学会第71回大会

日本人口学会第71回大会は，2019年5月31日（金）～6月2日（日）に香川県高松市の香川大学で

開催された．日本人口学会の四国での開催は初めてとのことである．今回は大会開催に先だって巡検

および特別セッションが企画され，参加者の間で好評であった．以下では紙幅の都合上，大会プログ

ラムのセッションのみを記す．個別の報告タイトルについては，日本人口学会ホームページ

（http://www.paoj.org/index.html）を参照されたい．
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第1日 2019年5月31日（金）

巡検 豊島巡航：人口・産廃・アート

特別セッション 第6回地方行政のためのGISチュートリアルセミナー

第2日 2019年6月1日（土）

午前の部

企画セッション① 性に関する情報の伝達と人口

テーマセッション 家族・価値観・幸福

自由論題 A-1国内人口移動

自由論題 A-2アジアにおける人口移動

自由論題 B人口政策と人口史

午後の部

公開シンポジウム 瀬戸内の環境と人口（ヒトと動植物）:新たなPopulationStudyを求めて

開催校挨拶／会員総会／会長講演

第3日 2019年6月2日（日）

午前の部

企画セッション② 天明‐天保期の東北地方における気候と人口 ―歴史気候学と人口学との対話―

自由論題 C-1セクシュアリティと人口

自由論題 C-2介護

自由論題 D出生・子育て

自由論題 E数理人口学

午後の部

企画セッション③ ChildBearing,ChildRearingandChildSurvivalinSouthAsia

自由論題 F-1人口統計

自由論題 F-2死亡

自由論題 G-1労働とジェンダー

自由論題 G-2結婚

自由論題 H 地域分析

（小池司朗 記）

カナダ人口学会2019年大会

カナダ人口学会（CanadianPopulationSociety）は2019年6月4日（火）から7日（金）にかけ

てカナダのブリティッシュコロンビア州バンクーバー市ブリティッシュコロンビア大学で年次大会を

開催した．本年の大会では16セッションが企画され，著者は大会2日目のポスターセッションにて

“TheImpactofDemographicChangeonResidentialEnergyConsumption:EvidencefromJapa-

neseHouseholdSurveybetween1989and2014”を発表した．また，カナダ人口学会は人文社会学
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